
ＪＡ士幌町と組合員がつくる情報誌

　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
管
理
作
業
等
に

大
変
忙
し
い
毎
日
を
お
過
ご
し
の
事
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
１
年
の
半
分
が
終
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
７

月
に
入
り
、
夏
本
番
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
年

の
夏
は
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
例
年
と
は
違
い
、
夏
の
イ
ベ
ン
ト

等
も
以
前
の
よ
う
な
賑
わ
い
が
戻
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
な
か
な
か
行
け
な
か
っ
た
旅
行
も
今

年
は
計
画
を
立
て
、
た
く
さ
ん
夏
の
思
い
出
を
作
り
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
６
月
中
旬
か
ら
一
番
牧
草
の
収
穫
作
業
が
本
格

的
に
始
ま
り
、
７
月
下
旬
に
は
小
麦
の
収
穫
作
業
が
始
ま

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
作
業
事
故
に
十
分
注
意
し
て
収
穫
作
業
を
進
め
ら
れ
ま

す
様
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
夏
ら
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
気
温
と
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、
昼
夜
の
寒
暖
差

が
ま
だ
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
体
調
管
理
に
は
気
を
付
け

て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。�

（
M
）

〇 牛乳 ･･････････････････････････････350ml
〇 水 ････････････････････････････････150ml
〇 寒天 ･････････････････････････････････1袋
〇 砂糖 ･･･････････････････････････ 大さじ10
〇 バニラエッセンス ････････････････････ 少々
☆ みかん缶 ･････････････････････････････1缶
☆ パイン缶 ･････････････････････････････1缶
☆ 白桃缶 ･･･････････････････････････････1缶
☆ キウイフルーツ ･･･････････････････････2玉
☆ バナナ ･･･････････････････････････････2本
☆ 白玉（棒状） ･･･････････････････････････2本
◆ 水 ････････････････････････････････150ml
◆ 砂糖 ･････････････････････････････大さじ2
◆ バニラエッセンス ････････････････････ 少々

①	〇の材料で牛乳寒天を作る。最初に寒天を水150ml に入れ溶かす。
②	①に牛乳と砂糖を入れてかき混ぜながら火にかけ、沸騰直前に火を止める。
	 少し冷めたらバニラエッセンスを入れて香りをつける
③	②の粗熱が取れたら、バットに入れて冷蔵庫で1時間冷やし固める。
④	◆材料でシロップを作る。水に砂糖をいれて火にかけ、砂糖が溶けたら火を止める。
⑤	④の粗熱が取れたらバニラエッセンスをいれ冷蔵庫で冷やしておく。
⑥	各フルーツをお好みの大きさに切り、缶詰の汁と一緒にボウルに入れる。
⑦	白玉を適当に切り、沸騰したお湯に入れ、浮いてきたら水をはったボウルに入れておく。
⑧	固まった寒天をお好みの大きさに切る。
⑨	⑥に⑦と⑧をいれて、最後に⑤で味を整えたらできあがり♪
	 ☆寺町さん家のレシピ☆

❷第75回通常総会
❹獣魂祭／女性部版　 役付部員日帰り研修
❺いま何やってますか？
❻青年部版　アグリスクール／春期研修会
❼青年部版　理事視察研修／青婦部との交流会
❽いちい会視察研修／農業新聞表彰
❾営農点描

�人間ドックのお知らせ
�熱中症対策
�農業者年金のお知らせ
�アスポお知らせ／つれづれ広場／今月の運勢
�クロスワードパズル
�おすすめレシピ／篠原会長の動静／編集後記
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７
月
号
の
表
紙
は
通
常
総
会

の
様
子
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
議
決
権
行
使
書
面
に
よ

る
出
席
を
主
に
し
た
開
催
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
感
染
法
上
の
５
類
相
当
へ

分
類
さ
れ
、
行
動
制
限
も
緩

和
さ
れ
た
中
で
開
催
さ
れ
た

本
総
会
に
は
多
数
の
組
合
員

皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
。

篠原会長　６月の動静
６日（火） 全農経営管理委員会、全農外部出資

審査委員会、全国経済事業会長会議（東
京）

７日（水） （一社）全国農協観光協会定時総会・
理事会（東京）

８日（木） 農協通常総会・理事会
12日（月） 農林水産省との意見交換会（東京）
13日（火） 日本豆類協会評議員会（東京）
19日（月） ホクレン理事会
20日（火） 中央会通常総会・理事会、JA カレッ

ジ評議員会、ホクレン通常総会・理
事会、ジェネティクス北海道総会・
理事会

28日（水） ホクレン常勤役員参事会
30日（金） 農協政治連盟総会、基本農政対策本

部委員会、中央会理事会、ホクレン
理事会、北農五連定例記者会見

【材　料】５人分

【作り方】

牛乳寒天フルーツポンチ
わが家の
おすすめ
レシピ
リターンズ

調理動画は
こちら！
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６
月
８
日（
木
）、
農
協
ホ
ー
ル
に
て
士
幌
町
農
業
協
同

組
合
第
75
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上
の
分
類
が
５

類
と
な
り
、
行
動
制
限
も
緩
和
さ
れ
た
中
、
４
年
ぶ
り
に

出
席
の
制
限
を
設
け
ず
開
催
さ
れ
た
本
総
会
に
は
、
当
日

の
本
人
出
席
が
3
4
6
名（
役
員
含
む
）、
委
任
状
に
よ
る

出
席
1
2
8
名
、
議
決
権
行
使
書
面
に
よ
る
出
席
52
名
、

合
計
5
2
6
名
と
多
く
の
組
合
員
皆
様
の
出
席
を
頂
き
ま

し
た
。

　
開
会
宣
言
後
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
J
A
綱
領
朗
唱

の
後
、
購
買
利
用
共
励
の
順
位
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た（
本

年
度
の
購
買
利
用
共
励
の
順
位
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
）。

　
続
い
て
、
國
井
組
合
長
よ
り
開
会
挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
以
下
に
挨
拶
文
を
掲
載
致
し
ま
す
。

　
「
３
年
余
り
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動
制
限
も

緩
和
さ
れ
、
連
休
明
け
か
ら
５
類
相
当
に
移
行
し
て
各
種

会
合
や
親
睦
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
久
々

に
開
放
的
で
明
る
い
春
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
春
作
業
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
中
、
組

合
員
の
皆
様
に
は
農
協
法
施
行
か
ら
数
え
て
第
75
回
の
通

常
総
会
に
多
数
の
ご
出
席

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
本

総
会
に
は
業
務
多
忙
の
中
、

髙
木
町
長
様
、
河
口
議
長

様
、
宗
像
帯
広
ホ
ク
レ
ン

支
所
長
様
を
は
じ
め
系
統

各
連
合
会
並
び
に
各
関
係

機
関
団
体
長
の
皆
さ
ま
の

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
女
性
部
・
青

年
部
の
役
員
の
皆
様
に
は
農
協

理
解
を
深
め
る
研
修
を
兼
ね
て
傍
聴
い
た
だ
き
、
重
ね
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
本
町
畑
作
農
業
は
、
土
壌
凍
結
が
浅
く

４
月
の
気
温
も
高
く
推
移
し
た
た
め
播
種
、
移
植
作
業
共

に
平
年
よ
り
早
い
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
は
や
や
干

ば
つ
傾
向
の
中
で
生
育
は
順
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
６

月
か
ら
は
一
転
、
低
温
に
よ
り
生
育
が
停
滞
し
、
中
旬
か

ら
は
曇
天
多
雨
が
続
く
中
で
、
７
月
に
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
作
物
の
倒
伏
や
土
壌
冠
水
な
ど
の
被
害
が
発
生
す
る

な
ど
、
馬
鈴
薯
の
収
穫
時
期
ま
で
生
育
期
間
を
通
じ
て
、

近
年
の
中
で
も
稀
に
み
る
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
年
と
な
り

ま
し
た
。
湿
害
に
よ
る
根
痛
み
や
各
種
病
害
が
早
期
に
発

生
す
る
な
ど
収
量
、
品
質
の
圃
場
差
も
大
き
く
、
総
じ
て

平
年
を
下
回
る
作
柄
と
な
り
、
特
に
馬
鈴
薯
は
着
粒
数
が

多
い
こ
と
か
ら
、
総
収
量
で
は
平
年
並
み
と
な
っ
た
も
の

の
、
小
玉
傾
向
と
な
り
生
食
品
種
で
は
選
果
の
歩
留
ま
り

が
低
下
し
、
ま
た
、
塊
茎
肥
大
期
間
を
通
じ
た
多
雨
や
停

滞
水
発
生
、
悪
条
件
で
の
収
穫

に
よ
り
塊
茎
腐
敗
の
混
入
が
多

い
年
産
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

酪
農
に
お
い
て
は
年
度
当
初
か

ら
士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
と

連
携
し
生
乳
生
産
計
画
数
量
の

遵
守
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
が
、
飲
用
需
要
の
低
下
等
か

ら
下
期
か
ら
は
更
な
る
生
産
抑

制
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、

　
勝 

氏
、
髙
橋 

正
道 

氏
の
銅
像
を
農
協
庭
園
に
建
立
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
産
品
の
加
工
事
業
で
は
、
令

和
３
年
産
に
引
き
続
く
原
料
不
足
、
原
材
料
価
格
高
騰
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
厳
し
い
販
売
環
境
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
加
工
事
業
の
売
上
総
体
は
約
2
6
0
億
円
と
な
り
、

今
後
も
安
定
生
産
、
安
定
供
給
を
図
る
と
と
も
に
、
原
材

料
価
格
高
騰
分
の
適
正
な
製
品
価
格
へ
の
転
嫁
な
ど
メ
ー

カ
ー
と
の
連
携
強
化
に
努
め
な
が
ら
、
売
上
高
と
付
加
価

値
の
向
上
、
新
商
品
開
発
事
業
拡
大
も
進
め
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
、
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
充
実
、
I
T
化
、
D
X
の
推
進
、

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
る
次
世
代
型
農
業
の

確
立
、
電
気
の
地
産
地
消
、
購
買
店
舗
の
充
実
な
ど
各
事

業
の
充
実
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
農
業
分

野
で
は
な
お
一
層
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
社
会
環
境
で

あ
り
ま
す
の
で
、
自
ら
の
足
元
を
し
っ
か
り
と
見
つ
め
直

し
、
自
己
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
組
合
員
の
所
得
向
上

に
向
け
て
よ
り
一
層
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
旧

に
倍
し
て
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
今
期
決
算
に
当
た
り
ま
し
て
は
、『
堅
実
第
一
主
義
』

を
経
営
理
念
に
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
事
業
の
推
進
に

努
め
、
組
合
員
を
は
じ
め
ご
家
族
の
皆
様
方
が
農
協
全
利

用
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
成
果
と
し
て
、
利
用
奨
励
、
部

門
奨
励
、
値
引
き
等
の
奨
励
対
策
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
、
そ
の
中
核
的
役
割
を
担
い
、
農
協
結
集

の
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
い
た
農
協
運
営
協
力
委
員
会
、

女
性
部
、
青
年
部
の
皆
様
を
は
じ
め
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
様
方
に
重
ね
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
当
期
の
決
算

状
況
で
す
が
、
家
畜
診
療
事
業
に
お
い
て
、
新
し
い
畜
産

セ
ン
タ
ー
の
償
却
状
況
を
見
越
し
３
億
９
千
万
円
の
減
損

会
計
処
理
を
し
た
上
で
、
当
期
未
処
分
剰
余
金
と
し
て

14
億
3
，
7
0
0
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
剰
余
金

処
分
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
の
目
的
積
立
金
の
主
旨

に
則
り
積
み
立
て
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
他
、
本
年
度
は
急

激
な
肥
料
価
格
高
騰
の
対
応
と
し
て
、
事
業
分
量
配
当

７
千
６
百
万
円
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く
ご
提
案
を
い
た

し
ま
す
の
で
ご
承
認
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
農
協
第
12
次
中
期
三
ヵ
年
計
画
が
令
和
５
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
基
本
理
念
で
あ
る『
堅
実
第

一
主
義
』を
継
続
し
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
今
日

の
豊
か
な
士
幌
農
業
を
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人
先
達

の
思
い
を
し
っ
か
り
と
承
継
し
な
が
ら
、
次
な
る
百
年
に

向
け
た
第
一
歩
と
な
る
こ
の
三
ヵ
年
で
士
幌
農
業
、
農
協

が
し
っ
か
り
と
進
化
し
た
足
跡
を
残
せ
る
よ
う
、
基
本
方

針
を『
進
化
と
承
継
』と
し
、『
い
つ
の
時
代
も
新
た
な
農
業

を
切
り
拓
く
』を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
５
つ
の
実
践
目
標
、

各
部
の
具
体
的
目
標
を
設
定
し
、
し
っ
か
り
と
歩
み
を
進

め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
世
界
的
な
環
境
問
題
へ
の
意
識
の
高
ま
り

や
食
料
需
給
、
安
全
保
障
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
広
く
新
し
い

視
点
で
農
協
事
業
を
実
践
、
展
開
し
、
地
域
を
支
え
る
基

幹
産
業
と
し
て
の
役
割
を
し
っ

か
り
果
た
す
と
と
も
に
、
消
費

者
の
信
頼
や
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

為
に
も
新
た
な
価
値
を
創
造
、

提
供
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
ま

た
、
付
加
価
値
加
工
事
業
を
は

じ
め
、
販
売
力
強
化
に
取
り
組

み
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、
持

続
可
能
な
農
業
の
生
産
拡
大
、

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
女
性

部
、
青
年
部
他
、
各
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
組
合
員
ご
家

族
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
み

を
進
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
農
協
全

利
用
運
動
の
推
進
と
事
業
活
動

に
ご
理
解
と
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。
最
後
に
、
令
和
５
年

の
資
産
取
得
計
画
と
し
て
は
、

高
付
加
価
値
加
工
事
業
へ
の
将
来
へ
の
持
続
的
な
展
開
を

図
る
た
め
、
食
品
工
場
の
コ
ロ
ッ
ケ
部
門
新
工
場
建
設
お

よ
び
冷
凍
食
品
部
門
の
前
処
理
工
程
の
更
新
工
事
を
は
じ

め
と
し
て
深
刻
化
し
て
い
る
人
手
不
足
の
コ
ス
ト
高
騰
に

対
応
し
た
省
人
省
力
化
や
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に

対
応
す
る
施
設
や
機
器
の
導
入
な
ど
合
計
で
1
1
7
億
円

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
取
得
に
際
し
て
は
、
補
助
事
業

の
活
用
、
費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
い
、
効
率
的
運
用
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
当
組
合
の

総
代
選
挙
を
本
総
会
内
で
実
施
す
べ
く
５
月
26
日
よ
り
５

月
30
日
ま
で
の
三
日
間
で
候
補
者
の
受
付
を
い
た
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
定
数
1
5
5
名
の
届
け
出
が
あ
り
、
候
補
者

全
員
の
当
選
が
確
定
し
、
本
総
会
で
の
選
挙
は
執
行
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
申
し
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
新
総
代

の
皆
様
に
は
任
期
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
以
下
、
業
務
、
決
算
、
計
画
の
詳
細
を
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
審
議
の
上
、
ご
承
認
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
開
会
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
組
合
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、
中
士
幌
地
区　
後
藤　
範

雄　
氏
と
佐
倉
地
区　
河
田　
浩
美 

氏
が
議
長
と
し
て

選
出
さ
れ
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
い
て
は
、
第
１
号
か
ら
第
５
号
議
案
と
２
件

の
報
告
事
項
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。　

生
産
コ
ス
ト
の
急
激
な
上
昇
に
加
え
、
個
体
販
売
価
格
の

下
落
等
に
よ
り
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
層
厳
し
さ
を

増
す
状
況
の
中
、
生
産
抑
制
に
対
し
、
ご
理
解
、
ご
協
力

い
た
だ
き
計
画
を
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に

改
め
て
感
謝
を
込
め
て
申
し
上
げ
ま
す
。
肉
牛
に
つ
い
て

は
、
枝
肉
相
場
は
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
生
産
コ
ス

ト
の
急
騰
に
よ
り
肥
育
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
環
境
が
続

く
中
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
し
ほ
ろ
牛
取
り
扱
い
店
の
協
力
、

ま
た
、
系
統
、
関
係
団
体
と
協
力
連
携
し
な
が
ら
、
し
ほ

ろ
牛
の
知
名
度
向
上
に
向
け
た
P
R
活
動
、
販
売
促
進

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
度
の
共
済
金
を
含

む
農
畜
産
物
の
販
売
高
は
、
畑
作
部
門
で
は
前
年
対
比

15
億
６
千
万
円
少
な
い
1
1
2
億
１
千
万
円
、
畜
産
部
門

で
は
前
年
よ
り
６
億
４
千
万
円
少
な
い
3
3
0
億
１
千
万

円
、
農
畜
産
物
合
計
で
は
前
年
よ
り
22
億
１
千
万
円
少
な

い
4
4
2
億
２
千
万
円
と
、
生
育
期
の
天
候
不
順
に
よ
る

減
収
、
品
質
低
下
や
生
乳
の
生
産
抑
制
、
個
体
販
売
価
格

が
下
落
す
る
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
８
年
連
続
で

4
0
0
億
円
の
大
台
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
組
合
員
、
家
族
の
皆
様
方
と
農
協
と

の
深
い
信
頼
関
係
の
下
、
農
協
の
優
位
性
を
信
じ
て
組
合

員
の
皆
様
が
結
集
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
証
で
あ
り
、

お
支
え
下
さ
い
ま
し
た
関
係
機
関
の
皆
様
や
先
人
が
苦
節

の
中
で
構
築
し
た
営
農
基
盤
を
最
大
限
活
用
し
た
総
合
力

の
成
果
と
心
よ
り
敬
意
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
農
協
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
４
年
度
第
11
次

中
期
三
ヵ
年
計
画
の
最
終
年

と
な
り『
未
来
永
劫
受
け
継

が
れ
る
士
幌
農
業
』を
基
本

方
針
に
掲
げ
、
改
め
て
過
去

の
歴
史
を
振
り
返
り
、『
夢
あ

る
理
想
郷
の
構
築
』の
目
標

に
向
け
、
策
定
し
た
計
画
の

実
践
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

ま
た
、
90
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
歴
代
組
合
長　
森
本

購買利用共励の順位
１位 西 上 地 区

２位 中音更地区

３位 下居辺地区

３位 新 田 地 区

５位 佐 倉 地 区

努力賞 士幌南地区

努力賞 士幌北地区

努力賞 中士幌地区

努力賞 上居辺地区

組合長挨拶

たくさんの出席者

傍聴する女性部役員 ( 左 ) と青年部役員 ( 右 )

『
第
75
回
通
常
総
会
を
開
催
』

全
５
議
案
が
承
認
さ
れ
る
。

議長の河田氏 ( 左 ) と後藤氏（右） 購買利用共励の様子
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今
月
の
紹
介
は
、
上
山　
靖 
さ
ん
の

後
継
者（
４
代
目
）上
山　
歩
夢
さ
ん
で
す
。

（
以
下
、
質
問
は
Ｑ
、
歩
夢
さ
ん
の
答
え
を
Ａ
と
し
ま
す
）

Q
作
業
上
の
苦
労
・
注
意
点
（
失
敗
談
）

機
械
の
運
転
中
な
ど
で
確
認
不
足
な
時
が

多
く
、
も
う
少
し
注
意
し
な
が
ら
作
業
す

る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事

機
械
の
洗
車
、
除
草
剤
の
散
布
、
整
地
作

業

Q
就
農
の
動
機

小
さ
い
頃
か
ら
漠
然
と
農
業
を
や
り
た
い

と
思
っ
て
い
て
自
分
の
考
え
を
持
っ
て
主

体
的
に
仕
事
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を

感
じ
ま
し
た
。

Q
農
業
に
た
ず
さ
わ
り
感
じ
た
こ
と

な
か
な
か
覚
え
る
こ
と
が
多
く
大
変
で
す

が
、
昨
年
ま
で
の
自
分
よ
り
色
々
な
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
う

の
で
、
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
で
す
。

Q
農
業
の
魅
力

天
気
や
気
温
な
ど
自
然
を
相
手
に
す
る

仕
事
な
の
で
、
毎
日
毎
年
同
じ
作
業
で
も

同
じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

Q
休
み（
夜
間・冬
期
等
）の

過
ご
し
か
た

昨
年
の
冬
は
あ
ま
り
外
に
出
ず
過
ご
し

て
い
ま
し
た
が
、
普
段
は
ゲ
ー
ム
や
動

画
鑑
賞
、
カ
フ
ェ
な
ど
に
行
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

Q
将
来
の
夢・目
標

親
か
ら
仕
事
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、

多
方
面
か
ら
仕
事
に
必
要
な
知
識
を
吸
収

し
て
い
き
た
い
で
す
。

上
かみやま

山 　 歩
あゆむ

夢さん

いま何やって
ますか?

第379回

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
吉
田
こ
ず

恵
部
長
）で
は
、
６
月
２
日（
金
）、

役
付
日
帰
り
研
修
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
と
な

る
本
研
修
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
分
類

が
５
類
に
下
が
っ
た
も
の
の
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
合
わ
せ
て
多
数
感
染

者
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者

を
理
事
・
支
部
長
の
み
と
す
る
な
ど

感
染
対
策
を
行
っ
た
中
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
役
員
改
選
に
よ
り
、
理
事
お
よ
び

支
部
長
も
就
任
し
た
ば
か
り
と
い
う

こ
と
で
、
本
年
度
は
自
分
た
ち
が
所

属
す
る
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
知
る
た
め
に
、

町
内
施
設（
で
ん
粉
工
場
、
食
用
馬

鈴
し
ょ
倉
庫
、
士
幌
町
振
興
公
社
、

農
協
記
念
館
）の
視
察
・
見
学
お
よ
び
國
井
組
合
長
よ
り
Ｊ

Ａ
の
役
割
に
つ
い
て
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
年
町
内
で
営
農
し
て
い
る
も
の
の
、
町
内
施
設
を
見
る

の
は
初
め
て
と
い
う
役
員
も
多
く
、
各
施
設
の
設
備
等
を
興

味
深
く
眺
め
、
説
明
を
聞
い
て
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　
組
合
長
の
講
演
を
聞
い
た
の
ち
、
久
保
田
副
部
長
は「
視

察
し
た
施
設
や
組
合
長
か
ら
の
お
話
で
知
ら
な
い
こ
と
知
る

こ
と
が
で
き
た
良
い
機
会
で
し
た
。
今
後
の
活
動
に
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
部
役
付
部
員
日
帰
り
研
修

～
町
内
施
設
を
見
学
～

振興公社にて実際に使われている鎖のエプロンの重さにびっくり！ でん粉工場で髙橋次長と池田課長補佐の説明を聞く役員

講演する國井組合長 実際に保管された馬鈴しょを見ながらの説明

　
６
月
16
日（
金
）、
家
畜
の
御
霊
に

対
し
て
日
ご
ろ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

捧
げ
る「
獣
魂
碑
慰
霊
祭
」が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
髙
木
町
長
よ
り
祝
詞
を
頂

い
た
後
、
主
催
者
代
表
と
し
て
菊
地

専
務
が「
昨
今
の
生
産
費
高
騰
を
は

じ
め
、
令
和
５
年
度
も
厳
し
い
状
況

下
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
ご
ざ
い

ま
す
が
、
国
難
と
い
わ
れ
る
こ
の
難
局
に
怯
む
こ
と
な
く
、
し
っ

か
り
と
前
を
向
い
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ
、
牛
乳
で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
日
、
士
幌
町
肉
牛
振
興
会（
鎌
田
佳
尚
会
長
）に
お
い

て
も
獣
魂
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
種
芋
倉
庫
に
て
４
年
ぶ
り
に

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
鎌
田

会
長
よ
り「
畜
産
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

肉
牛
振
興
会
と
し
て
今
後
何
が
で
き
る
か
を
考
え
な
が
ら
、
今
日

の
こ
の
場
を
会
員
相
互
の
交
流
お
よ
び
情
報
交
換
の
場
と
し
て
有

効
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
肉
牛

振
興
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
販
促
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
活
動

自
粛
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
５
月
よ
り
５
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
消

費
者
の
皆
様
に
し
ほ
ろ
牛
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
P
R

活
動
等
活
発
に
行
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
皆

様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。」と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

 
獣
魂
祭
を
開
催

　
　
　
　
　
～
家
畜
に
日
ご
ろ
の
感
謝
を
～

乾杯をする菊地専務

参列した肉牛振興会会員獣魂碑

懇親会で挨拶する鎌田会長

懇親会の様子

獣魂碑慰霊祭の様子
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春
期
研
修
会
を
開
催 

 

～
Ｊ
Ａ
の
組
織
・
事
業
と
協
同
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
～

農
協
青
婦
部
と
農
協
青
年
部
の

 

交
流
会
が
開
催

こ
ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
を
開
催
！！

士
幌
小
学
校
３
年
生
が
馬
鈴
し
ょ
の

植
え
付
け
作
業
を
体
験

青
年
部
理
事
会

 

視
察
研
修
を
実
施
！

　

J
A
士
幌
町

青
年
部（
渡
邊
覚

士
部
長
）で
は
、

５
月
19
日（
金
）に

農
協
２
階
ホ
ー
ル

に
て
部
員
67
名
の

参
加
の
も
と
春
期

研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
士
幌
町
保
健
福
祉
課
の
主
査 

井
上

瑞
穂
氏
、
中
捨
里
香
氏
、
乾
杏
也
香
氏
を
講
師
に

招
き
、「
今
か
ら
は
じ
め
る
健
康
管
理
と
健
康
診
断
」

と
題
し
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
士
幌
町
民
の
生
活
習
慣
の
傾
向
を

踏
ま
え
た
上
で
の
健
康
管
理
や
、
町
で
実
施
し
て

い
る
健
康
診
断
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
体
重
増
加
体
験
や「
立
つ
」「
歩

く
」と
い
っ
た
移
動
機
能
が
低
下
し
た
状
態
で
あ

る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
た
め
の
テ
ス
ト
等
を
行
う
体
験
型
の
ブ
ー
ス
を

回
り
研
修
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
は
今
年
度
入
部
し
た
新

入
部
員
17
名（
う
ち
３
名
欠
席
）の
自
己
紹
介
が
行

わ
れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

J
A
士
幌
町

青
年
部（
渡
邊
覚

士
部
長
）で
は
、

６
月
９
日（
金
）農

協
種
芋
倉
庫
に
て

開
催
さ
れ
た
農
協

青
婦
部（
土
田
孝

太
郎
部
長
）と
の

交
流
会
に
部
員
68
名
が
参
加

致
し
ま
し
た
。こ
の
交
流
会
は
、

農
協
青
婦
部
と
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

5
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

本
交
流
会
で
は
、
全
体
で
約

90
名
の
参
加
者
が
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
模
様
で
し
た
が
、

会
場
は
最
初
漂
っ
て
い
た
緊

張
し
た
雰
囲
気
も
徐
々
に
和

ら
ぎ
、
会
話
に
華
が
咲
き
熱

気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
焼
肉

を
囲
ん
で
各
卓
を
行
き
来
し

な
が
ら
会
話
を
し
て
盛
り
上

が
り
、
話
は
い
つ
ま
で
も
尽

き
ず
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

J
A
士
幌
町
青
年
部
食
育

担
当（
瀬
戸
紳
弥
責
任
者
）で
は
、

５
月
16
日（
火
）に
士
幌
町
農
業

試
験
セ
ン
タ
ー
圃
場
に
て「
こ

ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
開

催
し
、
士
幌
小
学
校
３
年
生
が

馬
鈴
し
ょ
の
植
え
付
け
作
業
を

体
験
し
ま
し
た
。

　
青
年
部
で
は
食
育
農
業
体
験

活
動
の
一
環
と
し
て
農
業
体
験

を
実
施
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ「
食
」

と「
農
」の
大
切
さ
や
農
業
の
魅
力
、
命
の
尊

さ
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
士
幌

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
興
味

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
士
幌
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に「
こ
ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

青
年
部
員
の
指
導
の
も
と
、
子
供
た
ち
が

畑
に
肥
料
を
ま
き
、
等
間
隔
に
種
芋
を
植
え
て
、

土
を
か
ぶ
せ
た
後
は
自
分
が
植
え
た
場
所
に

名
札
を
立
て
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
部
三
役

で
○
×
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
馬
鈴
し
ょ
を

中
心
と
し
た
農
作
物
に
つ
い
て
説
明
し
楽
し

く
学
び
実
り
あ
る
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
今
回
植
え
付
け
し
た
馬
鈴
し
ょ

の
収
穫
体
験
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
J
A
士
幌
町
青
年
部
担
い
手
担
当（
丹
治
智
宏
責
任
者
）

で
は
、
6
月
5
日（
月
）に
北
見
市
に
あ
る
相
内
玉
ね
ぎ
集

出
荷
選
別
施
設（
き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
）、
置
戸
町

に
あ
る
合
同
会
社
き
た
み
ら
い
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
へ
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
相
内
玉
ね
ぎ
集
出
荷
選
別
施
設
で
は
集
荷
か
ら
選
別
、

出
荷
ま
で
の
流
れ
を
実
際
に
施
設
を
回
り
な
が
ら
説
明
を

頂
い
た
後
、
き
た
み
ら
い
農
業
協
同
組
合
の
組
織
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
聞
く
な
ど
、
他
農
協
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
知
る
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
合
同
会
社
き
た
み
ら
い
哺
育
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、
場

内
を
回
り
な
が
ら
会
社
設
立
の
経
緯
や
事
業
概
要
に
つ
い

て
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。
看
視
舎
、
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
以

外
の
構
造
物
は
地
元
を
中
心
に
生
産
さ
れ
た
カ
ラ
マ
ツ
材

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
も
説
明
を
頂
き
部
員
達
は
興
味
を
示
し
て
い
ま
し

た
。

　
今
回
の
視
察
研
修

で
は
参
加
し
た
部
員

か
ら
も
積
極
的
に
質

問
が
あ
り
、
と
て
も

有
意
義
で
充
実
し
た

視
察
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

体重増加体験の様子新入部員自己紹介
交流会の様子

渡邊部長の挨拶土田青婦部長による挨拶

渡邊青年部長による乾杯挨拶

青年部員による○×クイズで
大盛り上がり

播種の様子選別施設の説明を受ける様子場長による説明

玉ねぎをバックに記念撮影

最後に全員で記念撮影
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　農協役員ＯＢで組織される「いちい会」( 篠原安夫会長 ) では、６月２日 ( 金 ) に
会員21名が参加しホクレン篠原会長を表敬訪問しました。
　当日はホクレンの理事会室に案内して頂き、ホクレン篠原会長から普段は聞けな
い太田寛一元会長のエピソードを交えた話も聞かせて頂き、会員も興味深く耳を傾
けながら意見交換することが出来ました。
　また、平成２年から５年間ホクレン清水製糖工場北部原料所（士幌）に在籍された
前本政道てん菜事業本部長も急遽駆けつけて下さり思い出話に花が咲きました。
　最後に、いちい会篠原会長からホクレン会長に対し「健康管理には充分注意して
頂き、これからも北海道農業のリーダーシップをとって活躍して頂きたい」と述べ
られました。
　なお、前日には今春開業した「エスコンフィールド HOKKAIDO」にて野球観戦を
通して会員の親睦が更に深められました。

いちい会がホクレン篠原会長を表敬訪問

　
5
月
11
日（
木
）に
東
京
都
内
で
開
か
れ
た
日
本
農
業

新
聞
全
国
大
会
に
お
い
て
、
士
幌
町
農
協
は
日
本
農
業

新
聞
の
普
及
率
が
全
国
最
高（
組
合
員
戸
数
に
対
す
る

年
間
平
均
購
読
数
）と
し
て
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中

央
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
全
国

大
会
に
は
、
全
国
か
ら
４
３
０
人
が
出
席
し
、
國
井
組

合
長
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
大
会
で
は
野
村

哲
郎
農
相（
農
水
省
藤
木
政
務
官
が
代
読
）か
ら
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
大
会
後
の
夕
食
会
に
は
岸
田
文
雄
首
相
を

は
じ
め
、
多
く
の
政
治
家
が
駆
け
付
け
、
岸
田
首
相
か

ら「
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
未
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
農
政
を
転
換
し
て
い
く
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
組
合
員
の
多
数
の
方
に
日
本
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
下
さ
り
、
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会

長
賞
を
受
賞
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
農
業
新
聞
全
国
大
会
で

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長
賞
を
受
賞挨拶する岸田首相全中中家会長から表彰状を受ける

昨年に比べ穏やかな天気が続き、各作物の生育も順
調に進んでいます。今後は小麦、馬鈴しょと本格的
な収穫期を迎えますが熱中症や農作業事故等には十
分気を付けて作業を進められます様、お願い致しま
す。 営農

点描
Sh ih

o ro  e
i nou

 t enb
yo

小麦防

除

大

野明農場
一番牧草収穫

布谷英和牧場入牧
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士幌町農業協同組合
●組合員相談課
TEL： 5-5705
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６月号の正解/ミズスマシ

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

木谷　優子
篠原　逸冴
瀬口　弘子
佐藤久美子
藤田　　葵

高倉一千琉
高嶋菜津美
酒井　夢琉
鎌田　雪菜
宇佐見真有加

６月号掲載問題の応募者は72名で72名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■ 応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■ プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

７月14日
（金）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

 １ 河島英五のヒット曲『酒と泪 ( なみだ )
と――と女』

 ４ 長針、短針、秒針が付いているものも
 ７ 元素記号は Li。電池にも使用される金

属です
 ９ 騎手が騎乗時に持つもの
 10 手首と肩の間にある関節
 11 本に挟みます
 13 まだ夜が明けきらない頃のこと
 15 種から芽が出ること
 16 虫よけのために寝床の周りにつるしま

す
 17 定規を当てて引くことも
 18 高校球児たちが地方大会で――を繰り

広げています
 20 トップ・――・ボトム
 21 駅の券売機で買います

 １ 七夕伝説のヒロイン
 ２ 青島幸男氏や石原慎太郎氏が務めまし

た
 ３ 手のひらや足の裏の反対側
 ５ 蚊取り線香から立ち上るもの
 ６ ――を聞いて十を知る
 ８ ルーペともいいます
 12 兄弟姉妹の息子のこと
 13 チョウが花を巡って吸うもの
 14 テントを張ったりして野外活動を楽し

みます
 15 ――タオル、――ソープ、ゴッド――
 16 一時的に建てるもののこと。――住宅
 17 アブラ、クマ、ミンミンといえば
 19 地球の衛星です

3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢2023

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

７

今月の抽選者
鴨川　正寛さん

全体運：前半はかなり煮詰まって
いますが、後半には解決の兆しが見
えています。楽しみながらできるや
り方を選びましょう

健康運：部屋は小まめに換気して。
健康維持に一役

幸運の食べ物：パプリカ

全体運：後半から上昇。これまで
の頑張りが形になって見えてきます。
気を抜かずにやり切りましょう。発
言は丁寧に

健康運：野菜たっぷりのメニュー
が元気の秘訣 ( ひけつ )

幸運の食べ物：インゲン

全体運：周りの思惑に振り回され
がち。後悔しないよう譲れないこと
は主張して解決策を模索しましょう。
下旬に好転

健康運：血圧や体温をチェック。
検診なども活用して

幸運の食べ物：スモモ

全体運：人の話に耳を傾けて。カ
チンとくる意見があなたのためにな
りそう。冷静に動けば好結果に。外
出にツキあり

健康運：適度な運動は体調にもメ
ンタルにもプラス

幸運の食べ物：桃

全体運：焦って1人で動かないよ
うに。周囲との協力体制をつくれる
かどうかが成功の鍵。味方は多いの
で声をかけて

健康運：ハードな運動で体を鍛えて。
筋力アップの好機

幸運の食べ物：エダマメ

全体運：落ち着かない状況ではあ
りますがピンチがチャンスに変わる
とき。大変 ! と思ったときこそ積極
的に打開策を探して

健康運：有酸素運動がお勧め。運
動で体調改善へ

幸運の食べ物：キクラゲ

全体運：欲しい物が増えるのは活
力アップの証し。手に入れるための
計画を立てましょう。買い物は趣味
を優先して

健康運：発酵食品で腸の健康を整
えて。免疫力アップ

幸運の食べ物：シシトウ

全体運：プレッシャーを感じると
きこそ笑顔で。あなたの底力を発揮
できます。問題は解決に向かうので
落ち着いて対処を

健康運：ゆっくり深呼吸。リラッ
クスタイムを大切に

幸運の食べ物：アンズ

全体運：選択肢が増える変化運。
迷うときこそシンプルに考えて。た
だ、近道を選ぶとかえって遠回りに。
王道が吉

健康運：弱い部分は先にカバーして。
サポーターの利用も◎

幸運の食べ物：トマト

全体運：注目度が上がるとき。お
しゃれをして外出しましょう。あな
たしかできないことを優先すると開
運。買い物にツキ

健康運：新しい健康法や健康グッ
ズを試してみて

幸運の食べ物：スイカ

全体運：旅行運が盛り上がってい
ます。遊びに行く予定を入れましょ
う。元気をチャージしたら仕事にシ
フトし問題解決へ

健康運：友人との運動やおしゃべ
りが良い気分転換に

幸運の食べ物：キュウリ

全体運：追い風に恵まれて順調に
進展します。自信を持って進めまし
ょう。飛び込みの仕事は新展開の予
感。よく検討を

健康運：体調の変化に注意。休息
をしっかり取って

幸運の食べ物：カボチャ

※ 情勢により変更となる場合がございますので、
ご了承下さい。

営業時間 8:30〜18:30

営業時間 7:00〜20:00
休 業 日 ７月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00

休 業 日 毎週日曜日

アスポ

ガソリンスタンド

徒然広場徒然広場
　十年程前これ以上かわらな
いと思っていた農業にもなん
と予想外に大きく進化してまい
りました。
　ドローン、AI、GPS、デジ
タル化の普及です。
　この先どのような時代が来
るのでしょうか？
　機械化、デジタル化が進ん
でも古今変わらず農業にとって
大事なのは土地と人だと思い
ます。
7回目の干支を向えた老人の一言

3月号の答えのように
　　「またいつか
　　　　　いってみたいな
　　　　　　　　　いちごがり」
楽しかった思いでを思い出しました。

　　山野かえで

ひよちゃんです。ひよちゃんです。

　ストレッチ
　　やってみようと
　　　　　おなかみる

あくびちゃん

桜
花　香

り
優
し
く

　
　身
が
な
ご
む

稲
葉
ま
さ
し
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